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デジタル残留塩素チェッカー HI 701  用途事例

用途事例　プール

測定サンプルと滴定液が混ざり合わないと測定結果に幅を生む原因となります。HI 84500 はマグネット式の撹拌子
を使用するため、測定サンプルを入れ替える際に取り出す作業が必要で、液体が手に触れるリスクがあります。
スクリュー式スターラーが標準装備のHI 901Wはスクリューを流水するだけで別の検体をすぐに測定でき、作業
工数を大幅に削減できます。

メリット
安全性の向上

作業効率の向上

3. スクリュー式スターラーによる工数低減

マグネット式撹拌子 スクリュー式

2. 終点判断の向上
リッパー法による亜硫酸測定精度は電極の電位反応の安定性・機器本体の処理能力に依存します。HI 901Wは
微弱反応を逃さず高精度な亜硫酸測定を実現する事が可能です。

精度の向上メリット

HI 84500 HI 901W

学校のプール

使用先

自治体の規定により、学校プールの
残留塩素濃度を定期的に測定する。

業務内容

担当者が変わっても計測値が同じ。

使用者のメリット

プールの授業では衛生安全を確保するべく残留塩素濃度を測定することが義務付けられています。教員の業務
負荷を軽減すべくシルバー人材が測定を担当する学校があります。

Before：
色見本の測定ですと、視力の低下や色覚異常によって測定値が測定者によって異なることが報告されました。

After：
デジタル数字で計測できるハンナのデジタル残留塩素チェッカーHI 701 を使用することで、誰が測定しても
同じ測定結果が報告されるようになりました。

導入前後の変化

識別に個人差あり

デジタル数字なら万人共通


